
2019/12/29 ⽔族館のイルカショーを国際社会はどう⾒ているか - 諸坂佐利｜論座 - 朝⽇新聞社の⾔論サイト

https://webronza.asahi.com/science/articles/2019121200002.html?page=3&paging=all 1/4

科学・環境

海外ではイルカショーをやめる施設
も出ている  S v e t l a n a
T u r c h e n i c k / s h u t t e r s t o c k . c o m

「イルカを救え」と書いた横断幕を
広げる反捕鯨団体のメンバーら＝
2 0 1 4年 9⽉、和歌⼭県太地町役場前

2 0 1 9 年 1 2 ⽉ 2 3 ⽇

⽔族館のイルカショーを国際社会はどう⾒ているか
種の保存、調査研究、地域漁業、娯楽…衝突する問題に⽇本は真正⾯
から向き合え
諸坂佐利  神奈川⼤学法学部准教授

 「⽔族館」に対して、読者の皆さんはどのようなイメージを
持っているだろうか。休⽇に家族や友⼈、恋⼈と訪れ、多種多様
な⽣き物の優雅な動きや滑稽ながら愛くるしいしぐさに魅了されたり、⾮⽇常を
体感したり、癒されたり。いずれにしても⽔族館は、私たちのアミューズメント
施設であり、レクリエーションの空間であることは疑いようもない。そういった
意味では、⽔族館の⽣き物は、私たちのために存在する。

 ⼀⽅で、⽇本動物園⽔族館協会
（ J A Z A）や世界動物園⽔族館協会
（W A Z A）の公式⾒解によれば、⽔族館
という場は、動物園とともに、地球上の
貴重な⽣物の「種の保存」（域外保
全）、そしてそのための「調査・研
究」、さらにはそういった学術成果を⼀
般に普及啓発する「教育・環境教育」の
場であるとされている。いわば⽣物の飼
育、管理、繁殖、保全に向けた研究機関
という側⾯がある。すなわち⽔族館は、
⽣き物のための施設でもあるのである。

 このように、「⽔族館は⼈間のための施設であり、⽣き物のための施設でもあ
る」という視点に⽴った際に、⽇本国内の⽔族館と呼ばれる施設には、数多くの
課題が存在する。その⼀例として、「イルカ問題」を取り上げたい。

太地町のイルカ追い込み漁と⽔族館

 「イルカ問題」と聞いて、今も記憶に新しいものとして、 2 0 1 4年から 2 0 1 5年
にかけて起きた騒動（これを本稿では「 2 0 1 5年騒動」という）がまず挙げられ
る。この 2 0 1 5年騒動では、 J A Z A加盟の⽔族館が、和歌⼭県太地町などで⾏われ
る追い込み漁で捕獲されたイルカなどを継続的に購⼊してきたことに対し、「⼿
法が残酷だ」などとして、W A Z Aが J A Z Aの会員資格停⽌処分を警告。 J A Z Aは撤
回を求めて追い込み漁で捕獲されたイルカの⼊⼿を今後⼀切禁⽌すると採択し
た。また、その過程で、 J A Z Aの当該採択に不満を持ついくつかの⽔族館が J A Z A

を脱退し、新たに⽇本鯨類研究協議会（ J A C R E）を⽴ち上げたという⼀連の騒動
である。

 このように書くと、 2 0 1 5年騒動とは
「イルカ問題」の象徴的事例であり、海
外から⾒て「残酷」とされる⼊⼿⽅法を
めぐる⼀連の問題であったかのように思
われるかもしれない。しかし、「イルカ
問題」とは、⼊⼿⽅法に限定される問題
ではないばかりか、捕獲や⼊⼿といった
問題は、「イルカ問題」の核⼼でもない
と、筆者は考える。では、 2 0 1 5年騒動
が触れなかった問題とは何なのか。
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警察官が警戒するなか、イルカ漁に
反対する団体のメンバーが港に集
まった＝ 2 0 1 4年 9⽉、和歌⼭県太地町

出漁する追い込み漁の船団＝ 2 0 1 7
年 9⽉、和歌⼭県太地町

 先述の通り、W A Z Aや J A Z Aが⽔族館は「⼈間のための施設であり、⽣き物の
ための施設でもある」とする以上、「イルカ問題」の核⼼とは、⽔族館でイルカ
ショーを⾏う是⾮論や、⽔族館でイルカやクジラ（以下、鯨類とする）を飼育、
展⽰すること⾃体の意義そのものではないか、というのが筆者の主張である。こ
うした主張から改めて⽇本の⽔族館を眺めると、 2 0 1 5年騒動の影に隠されてし
まった数々の課題が浮かぶ。これらは、⽇本の⽔族館の問題でもあり、それを曖
昧にしているW A Z Aや J A Z Aの問題でもあり、そして今も続く問題なのである。

ショーの是⾮も鯨⾷⽂化も議論を避け

 W A Z Aは、従来から公式ステイトメントとして、⽔族館とは「種の保存」、す
なわち「繁殖の拠点」であると宣⾔しておきながら、 J A Z A加盟園館で繁殖施設
すら持たない⽔族館、つまり、種の保存に貢献する可能性の極めて低い施設への
批判を展開しなかった。⽇本には、⽔族館と名乗るには疑問を覚えるような施設
があるという現状には⽬をつぶったと⾔えるだろう。

 ⼀⽅、繁殖が可能な施設にも課題は
あった。W A Z Aは、⽇本が鯨類を⾷べる
⽂化を有している点に関して是⾮論に及
ばなかった。少し説明が必要になるが、
ここには、⽇本の⽔族館で鯨類を繁殖す
る努⼒は何のためなのか、という問題が
含まれている。つまり、⽔族館で増やさ
れた個体を野⽣復帰させた場合、その個
体は⾷⽤捕獲のリスクにさらされる懸念
がある。⽔族館で増やした個体を⾷⽤捕
獲するのであれば、これは保全事業とい
うより、⽔産業、養殖業ではないのか。

W A Z Aはこうした重要な論点にも触れなかった。

 また、W A Z Aはイルカショーの是⾮を論ずることもしておらず、加えて、イル
カショーのための「調教」のあり⽅を含めた飼育・管理などに関する個別具体的
な動物福祉的観点からの批判もしなかった。しかし、イルカショーには、動物福
祉的観点から極めて強い批判も出ており、海外ではショーをやめる施設が出る
中、当時の⽇本国内では⼤⽅の⽔族館で、ショーが続けられていた。W A Z Aは⼊
⼿や捕獲の過程を問題視しながら、こうした飼育・管理のあり⽅には、踏み込ま
なかった。

国際スポーツ⼤会の外国選⼿からも痛烈な批判

 そして今も「イルカ問題」は、何ら解決していない。 2 0 1 5 年騒動で問題に
なった追い込み漁からのイルカの⼊⼿は、 J A Z Aが今後⼀切禁⽌するという採択
で決着をつけたが、 J A Z Aを脱退した⽔族館は J A C R Eを⽴ち上げ、今も太地から
の⼊⼿を続けている。この点についてW A Z Aも J A Z Aも何らの批判も展開してい
ない。W A Z Aも J A Z Aも加盟する園館の動物でなければ、その福祉について⼝を
つぐむような組織なのだろうか。

 W A Z Aについてさらに⾔えば、 2 0 1 5

年騒動の⼀連の交渉過程で、いったんは
期間限定で追い込み漁からの⼊⼿を許可
した経緯もある。これは、動物福祉の観
点から追い込み漁による鯨類⼊⼿を完全
否 定 し た 、 2 0 0 4 年 の W A Z A 総 会 （ 台
北）における採択と⽭盾する恐れがあ
る。そもそも、動物福祉というものに対
して、あるときは批判したり、あるとき
は妥協の材料にしたり、加盟園館でなけ
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絵画のようだと話題のイルカショー
＝ 2 0 1 8年 8⽉、仙台市宮城野区、う
みの杜⽔族館

れば⽬をつぶるという姿勢には疑問が残
ると⾔わざるを得ない。

 筆者の懸念が現実化したような事例もあった。 2 0 1 8年 9⽉、 2 0 2 0年東京五輪
に向けたセーリングのテスト⼤会第 1号となるワールドカップが開催されたが、
その開会式で J A C R Eの中⼼的存在ともいえる新江ノ島⽔族館がイルカショーを披
露。これを⼀部の外国⼈選⼿らが S N Sを通じて痛烈に批判したことから、イルカ
ショーにとどまらず、イルカの捕獲や展⽰そのものへの批判が拡⼤した。これを
受けて同競技を統括する国際セーリング連盟も⽇本側の⼤会実⾏委員会への「失
望」や「再発防⽌の要求」を表明。⽇本セーリング連盟は、会⻑が謝罪する事態
へと追い込まれた。

 この⼀事を⾒ても明らかなように、「イルカ問題」は、追い込み漁からの⼊⼿
という問題だけではないし、かつ⼀園館の経営⽅針の問題でもない。事は、国際
問題にも発展しかねないのである。 2 0 1 5年騒動の追い込み漁の是⾮論は、この
問題の氷⼭の⼀⾓に過ぎない。⽔族館にとっても J A Z Aを脱会すれば逃れられる
といった単純な問題でもないのだ。

「イルカ問題」に官⺠の建設的議論を

 問題の本質は、⽔族館とは、いかなる社会的意義や使命を有する企業体なのか
ということである。⾃然環境破壊は、地球規模で刻々と進んでいる。いまや「種
の保存」という国際社会の共有テーマに対して、動物園や⽔族館がその「域外保
全」施設として重要な使命を負託されていることは明⽩なる事実であり、そこで
飼育・管理される動物の福祉がグローバルスタンダードを⾒据えて客観的・具体
的に整備されなければならないことも、今や常識になりつつある。我が国の⽔族
館は、これまでの業界の常識が今や⾮常識となり得ることに敏感になるべきであ
る。

 なお筆者は、イルカショーを全⾯的に否定するものでは決してない。問題は何
をどのように⾒せるか、伝えるか。⽔族館側のポリシーの問題だと思う。そして
観客が単に「可愛かった」、「⾯⽩かった」という感想以上の知的興奮を与える
仕掛け、プレゼンテーション能⼒が問われているのだと考える。無論、この話
は、需要と供給。観客側のリテラシーの問題でもある。しかしそのボトムアップ
に対する責任は、やはり「供給側」、すなわち⽔族館に責任がある。

 国にも抜本的な法制度改⾰を通じて、
「イルカ問題」に応えるというミッショ
ンが存在すると⾔えるだろう。⽔族館の
設置・経営に関しては動物愛護管理法、
種の保存法、⽣物多様性基本法が関わる
以上、その意味では⽔族館の所轄官庁は
環境省である。また「追い込み漁」は、
国内法制においては、明確に合法な漁法
であって、それに対して海外から批判を
受ければ、説明責任は⽔産庁にあると⾔
わざるを得ない。しかし、 2 0 1 5年騒動
において、環境省や⽔産庁は、⼀切の公
式ステイトメントを発出していない。こ

うした国の「我関せず」という姿勢も「イルカ問題」のひとつとして考えなけれ
ばならない。

 2 0 2 0年はオリンピックイヤーである。近年稀にみるたくさんの⼈々が世界各
国から訪れる。その⼈々は観戦のついでに国内旅⾏もするだろう。もしそこでイ
ルカショーをみた外国⼈が再び S N Sでネガティブキャンペーンを⾏ったら、そし
てそれに反捕鯨団体が刺激され、ある種のテロ⾏為に及んでしまったら…。
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 繰り返すが、もはや「イルカ問題」は、ある⼀部の⽔族館の問題ではない。我
が国の国際信⽤⼒の低下、国際問題にも発展しかねない問題であり、業界全体、
そして国として向き合うべきリスクなのだ。

※なお本テーマに関連する業績としては、拙著「我が国の『⽔族館』を取り巻く法環境に関す
る法解釈学的及び法政策学的考察  ーいわゆる『イルカ問題』にも触れながら」『博物館研究』
V o l . 5 3  N o . 1 1 ( N o . 6 0 5 )， p p .  1 8 - 2 3（令和元年度「棚橋賞」受賞論⽂）がある。
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